
 

【Ⅱ 調査結果の概要】 
 

１ 概 況 

 

平成２９年の概況は次のとおりである。 

 

◎ 事業所数は、５７２１事業所で、前年に比べ７０２事業所（前年比△10.9％）減少した。 

 

◎ 従業者数は、１９万８７７５人で、前年に比べ３５４８人（同 1.8％）増加した。 

 

◎ 製造品出荷額等は、５兆３８５４億円で、前年に比べ１２０億円（同 0.2％）増加した。 

 

◎ 付加価値額は、１兆９５８２億円で、前年に比べ４６３億円（同 2.4％）増加した。 

 

※ 従業者４人以上の製造事業所について、集計・分析を行ったものである。 

※ 調査結果の概要において、前年比は「平成 28年経済センサス－活動調査」との比較である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※平成 27年は、「平成 28年経済センサス－活動調査」の数値である。 

 

 

※過去の本調査結果やその他の統計資料は、県のホームページでご覧いただけます。 

トップ＞県政情報＞統計＞統計情報＞工業統計調査 

http://www.pref.gifu.lg.jp/kensei/tokei/tokei-joho/11111/kohyoshiryo/syoukou-jigyousho/kogyo/ 
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２ 事業所数（従業者４人以上） 

 

 

① 事業所数は５７２１事業所で、前年に比べ７０２事業所（前年比△10.9％）減少している。

（表－１） 

 

② 産業別にみると、「窯業・土石製品製造業」が７５７事業所（構成比 13.2％）と最も多く、

次いで「金属製品製造業」が７２６事業所（同 12.7％）、「生産用機械器具製造業」が５７２

事業所（同 10.0％）となっている。（表－３） 

 

 ③ 従業者規模別にみると、従業者４～９人区分の事業所が２２１２事業所（構成比 38.7％） 

と最も多い。（表－４） 

 

④ 圏域別にみると、岐阜圏域（構成比 28.5％）、中濃圏域（同 25.5％）、東濃圏域（同 19.9

％）、西濃圏域（同 19.5％）、飛騨圏域(同 6.6％)の順であった。（表－５） 

 

 

 

 

図－１ 事業所数の構成（従業者４人以上） 
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３ 従業者数（従業者４人以上） 
 

 

① 従業者数は１９万８７７５人で、前年に比べ３５４８人（前年比 1.8％）増加している。

（表－１）  

 

② 産業別にみると、「輸送用機械器具製造業」が３万１８０５人（構成比 16.0％）と最も多く、

次いで「金属製品製造業」が１万９１５５人（同 9.6％）、「プラスチック製品製造業（別掲

を除く）」が１万８０９５人（同 9.1％）となっている。（表－３) 

 

③ 従業者規模別にみると、「１００～２９９人」が５万２４４人（構成比 25.3％）と最も多く、

次いで「３０～９９人」が４万９０６５人（同 24.7％）となっており、この２区分で全体の約

５０％を占めている。（表－４） 

 

④ 圏域別にみると、中濃圏域（構成比 28.9％）、岐阜圏域（同 26.0％）、西濃圏域（同 21.6

％）、東濃圏域（同 17.7％）、飛騨圏域(同 5.8％)の順であった。（表－５） 

 

 

 

図－２ 従業者数の構成（従業者４人以上） 
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４ 製造品出荷額等（従業者４人以上） 
 

 

① 製造品出荷額等は５兆３８５４億円で、前年に比べ１２０億円（前年比 0.2％）増加し

ている。（表－２） 

 

② 産業別に構成をみると、「輸送用機械器具製造業」が９８９９億円（構成比 18.4％）と最も

多く、次いで「生産用機械器具製造業」が４９３７億円（同 9.2％）、「プラスチック製品製

造業（別掲を除く）」が４６９２億円（同 8.7％）となっている。（表－３） 

 

③ 圏域別にみると、中濃圏域が１兆６０４４億円（構成比 29.8％）、岐阜圏域が１兆３８２４

億円（同 25.7％）、西濃圏域が１兆２５９８億円（同 23.4％）、東濃圏域が８４１５億円

（同 15.6％）、飛騨圏域が２９７３億円(同 5.5％)の順であった。 （表－５） 

 

 

 

 

 

 

図－３ 製造品出荷額等の構成（従業者４人以上） 
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５ 付加価値額（従業者４人以上） 

 

 

① 付加価値額（従業者４～２９人の事業所については粗付加価値額）は１兆９５８２億円で、

前年に比べ４６３億円（前年比 2.4％）増加している。（表－２） 

 

② 産業別に構成をみると、「輸送用機械器具製造業」が３２２８億円（構成比 16.5％）と最も

多く、次いで「金属製品製造業」が１９４５億円（同 9.9％）、「生産用機械器具製造業」が

１８５１億円（同 9.5％)となっている。（表－３） 

 

③ 圏域別にみると、中濃圏域が５７０２億円（構成比 29.1％）、岐阜圏域が５００３億円（同

25.6％）、西濃圏域が４６０５億円（同 23.5％）、東濃圏域が３０８７億円（同 15.8％）、

飛騨圏域が１１８４億円(同 6.0％)の順であった。 （表－５） 

 

 

 

 

 

図－４ 付加価値額の構成（従業者４人以上） 
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６ 圏域別にみた事業所数、従業者数、産業別製造品出荷額等（従業者４人以上) 
 
 
【岐阜圏域】 

  事業所数は１６２９事業所で、従業者数は５万１６０３人である。 

製造品出荷額等は１兆３８２４億円で、産業別に構成をみると、「輸送用機械器具製造業」が

４６６４億円（構成比 33.7％）と最も多く、次いで「食料品製造業」が１１１８億円（同 8.1

％）、「化学工業」が９９８億円（同 7.2％）などとなっている。 
  

【西濃圏域】 

  事業所数は１１１５事業所で、従業者数は４万２９５７人である。 

製造品出荷額等は１兆２５９８億円で、産業別に構成をみると、「プラスチック製品製造業

（別掲を除く）」が１７６４億円（同 14.0％）と最も多く、次いで「電子部品・デバイス・電子

回路製造業」が１３０４億円（同 10.3％）、「生産用機械器具製造業」が１１５１億円（構成比

9.1％）などとなっている。 
 

【中濃圏域】 

  事業所数は１４５９事業所で、従業者数は５万７４９８人である。 

製造品出荷額等は１兆６０４４億円で、産業別に構成をみると、「輸送用機械器具製造業」が

３１９２億円（構成比 19.9％）と最も多く、次いで「生産用機械器具製造業」が２４４９億円

（同 15.3％）、「金属製品製造業」が１９９４億円（同 12.4％）などとなっている。 
 

【東濃圏域】 

  事業所数は１１３９事業所で、従業者数は３万５１８８人である。 

製造品出荷額等は８４１５億円で、産業別に構成をみると「電気機械器具製造業」が１６６４

億円（同 19.8％)と最も多く、次いで「窯業・土石製品製造業」が１５９８億円（構成比 19.0

％）、「輸送用機械器具製造業」が８２０億円（同 9.7％)などとなっている。 
 

【飛騨圏域】 

  事業所数は３７９事業所で、従業者数は１万１５２９人である。 

製造品出荷額等は２９７３億円で、産業別に構成をみると、「化学工業」が９１４億円（構成

比 30.8％）と最も多く、次いで「食料品製造業」が３７４億円（同 12.6％）、「家具・装備品

製造業」が３５８億円（同 12.1％）などとなっている。 

 



 

図－５ 製造品出荷額等の圏域別産業中分類別構成（従業者４人以上） 
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